
東京都における蚊媒介疾患 
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東京都の概要 

年 人口 
平成27年10月1日現在 

人口密度 H22～H27年
人口増減率 

外国人人口 

総人口 
 

14歳未満 
（％） 

15～64歳 
（％） 

65歳以上 
（％） 

（人/km2） （％） 

2015 13,515,271人 1,518,130人 
（ 11.5 ） 

8,734,155人 
（ 65.9 ） 

3,005,516人 
（ 22.7 ） 6168.7 2.7 378,564人 

平成27年10月1日 国政調査より 



東京都の気候風土 

東京管区気象台ホームページより 
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感染症を媒介する蚊 

ヒトスジシマカ アカイエカ コガタアカイエカ 

  出典：「デング熱に関わる蚊の調査について」環境情報係 4 

ウエスト
ナイル熱 

デング熱 チクング
ニア熱 

マラリア ジカ熱 日本脳炎 

ヒトスジシマカ ● ● ● ● 

アカイエカ 

チカイエカ 
● 

ハマダラカ ● ● 

コガタアカイエカ ● ● 

ネッタイシマカ＊ ● ● ● ● 
＊日本には生息していない 



蚊媒介感染症の流行懸念 
• 輸送手段の発達等により、感染症流行地域から我
が国へ、人や物資等を介した病原体の侵入により、
デング熱やジカウイルス感染症等の蚊が媒介する
感染症の流行が懸念されている  

感染パターン 

感染した人がさらに蚊に刺される 

海外で蚊に刺されて感染 

病原体を持った蚊が侵入 

国内で感染が広がる 

5 



蚊媒介疾患の届け出 
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疾患名 2013 2014 2015 2016 2017 

ウエストナイル熱 0 0 0 0 0 

黄熱 0 0 0 0 0 

ジカウイルス感染症 × × × 3 0 

西部ウマ脳炎 0 0 0 0 0 

チクングニア熱 4 5 7 4 3 

デング熱 66 163＊ 92 90 65 

東部ウマ脳炎 0 0 0 0 0 

日本脳炎 0 0 0 0 0 

ベネズエラウマ脳炎 0 0 0 0 0 

ヘンドラウイルス感染症 0 0 0 0 0 

マラリア 12 27 16 18 27 

野兎病 0 0 0 0 0 

東京都における蚊媒介疾患の発生状況 

＊国内感染を含む 7 



2014年に都内でデング熱アウトブレイク発生 
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性別・年齢階級別届け出状況 (n=163)  

デング熱 2014年 
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デング熱の報告数と推定感染地域 

過去の報告数比較 
2014年～2018年42週まで 

2018年はすべて輸入症例 
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デング熱推定感染地の内訳 2017年
(n=55) 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

アフリカ (n=1) 

中央アメリカ (n=1) 

南アジア (n=4) 

東南アジア (n=49) 

人 

国 件数
インドネシア 18

タイ 10

マレーシア 7

フィリピン 5

インド 2

シンガポール 2

マレーシア/シンガポール 2

ミャンマー 2

キューバ/メキシコ 1

スリランカ 1

タイ/インドネシア 1

タンザニア 1

モルディブ 1

東ティモール 1

仏領ポリネシア 1
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DENV1型
21.4%

DENV型
35.7%

DENV3型
28.6%

DENV4型
10.7%

CHIKV
3.6%ウイルス血清型 件数

合計 28

DENV1型 6

DENV2型 10

DENV3型 8

DENV4型 3

CHIKV 1

○2017年4月から12月末までに搬入された119例の患者検体について蚊
媒介感染症ウイルスの検査を行った。 

○全検査例の約23%となる27例がDENV陽性ですべて海外感染例で
あった。 

○インド帰国者の検体からチクングニヤウイルス1例を検出した。 

○最も多い血清型はデング2型（全体の35.7%）であった。 

○ENV領域全長（約1.5kb）を解析し、データベース化した。 
 

患者由来の蚊媒介性感染症検体の血清型解析 

国内流行が危惧されるデングウイルス等の研究 長谷川道弥 より 
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○検出されたDENV1に、代々木株と塩基配列が100%一致する株はなかった。 

○分子系統樹上、解析したDENV1は2系統（Lineage-1及び 2）に分かれた 

○各系統と推定感染地との間に関連性が見られ、Lineage-2にはPHL・IND由来株、Lineage-1にはそ
の他の地域由来株が帰属した。 

 LC011945/ 2014 Saitama 

 (Yoyogi) 

 15-DP28 

 15-DP88 

 15-DP5 

 15-DP17 

 15-DP20 

 15-DP11 

 15-DP68 

 LC011949/2014 Shizuoka 

 15-DP32 

 15-DP50 

 15-DP60 

 15-DP44 

 15-DP51 

 15-DP42 

 15-DP57 

 15-DP45 

 15-DP58 

 15-DP67 

 15-DP87 

100 

100 

100 

100 

99 

58 

100 

97 

90 

84 

65 

100 

0.01 

PHL, IND 

IDN, TAH, SGP, MMR, 

etc. 
http://www.freemap.jp/ 

IND 

SLI 

TAH 

Lineage-2 

Lineage-1 

Lineage-1 

Lineage-2 

患者由来の蚊媒介性感染症検体の遺伝子解析 
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Indonesia 
Malaysia 
Singapore 
Thailand 
Philippines 
2005～2017 

Vietnam 
Cambodia 
Tahiti 
2007～2017 

China Taiwan  
2006 

Myanmar 

Sri Lanka 
2009～2016 

 D. virus 1 

D1/Hu/Saitama/NIID100/2014   

 16DP41 （インドネシア） 

 15DP28 （マレーシア） 

 15DP88 （シンガポール） 

 16DP71 （インドネシア） 

 15DP5 （インドネシア） 

 15DP17 （インドネシア） 

 15DP20 （タイ） 

 D. virus 1 D1/SG/05K4480DK1/2005 poly... 

 D. virus 1 Fj231/04 polyprotein 

 D. virus 1 DG14 polyprotein 

 15DP11 （マレーシア） 

 D. virus Hb22/CHN/2014 polyprotein 

 15DP68 （ラオス） 

 D. virus 1 SGEHI(D1)1494Y08 polyprotein 

 D. virus 1 SG(EHI)D1227Y03 polyprotein 

 D. virus 1 polyprotein 

 Dengue virus 1 D1/Hu/Shizuoka/NIID181/2014 

 17DP2 （フィリピン） 

 D. virus 1 DENV-1/TH/BID-V2277/2001 p... 

 15DP32 （ミャンマー） 

 Dengue virus 1 DENV-1/VN/BID-V4081/2008 

 Dengue virus 1 DENV-1/VN/BID-V3907/2008 

 15-DP51 （カンボジア） 

 16DP213 （ベトナム） 

 16DP96 （ベトナム） 

 17DP44 （タヒチ） 

 17DP120 （ベトナム） 

 17DP97 （ベトナム） 

 Dengue virus 1 DENV-1/VN/BID-V1855/2007 

 Dengue virus 1 DENV-1/VN/BID-V1772/2008 

 Dengue virus 1 DENV1/Vietnam/10dx-241... 

 15DP44 （タヒチ） 

 17DP25 

 Dengue virus 1 ThD1 0049 01 

 Dengue virus 1 SDDF1543 

 Dengue virus 1 DEN1/GZ/OY 

 Dengue virus 1 GD02/06 

 15DP60 （ミャンマー） 

 16DP160 （ミャンマー） 

 Dengue virus 1 DV1 SL 2009c 

 Dengue virus 1 DV1 SL 2009b 

 Dengue virus 1 BNI-5201 

 Dengue virus 1 DV1 SL 2009a 

 Dengue virus 1 SL 2012 GS0289 

 Dengue virus 1 SL 2012 GS0319 

 Dengue virus 1 DK87 

 15DP50 （スリランカ） 

 Dengue virus 1 SL 2012 GS0308 

 Dengue virus 1 DV1 SL 2010b 

 16DP42 （インド） 
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（Lineage-1） 

■ 2015年度輸入例 

■ 2016年度輸入例 

■ 2017年度輸入例 

・ デングウイルスの遺伝子型は、地域と深く結びついて
おり、地域に土着したウイルスは10年近く流行を継続して
いる。 

・ インドネシア、マレーシア、シンガポール、タイ、フィリピ
ンなどの広い地域に2005年から流行している型には、
2014年に都内で流行した株が帰属しており、この地域か
ら国内へウイルスが持ち込まれた可能性が示唆された。  

輸入例デングウイルスの系統樹分析 

SRL 

TAH  
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チクングニア熱報告数  
2012～2018 42Wまで 

 
 輸入感染症としてチクングニア熱は毎年報告されている 
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ジカ熱報告数  
2016～2018 42Wまで 

 
ジカ熱は2016年から届け出対象疾患となった 
2016年はすべて輸入例 
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東京都蚊媒介感染症対策会議 

• 東京都における蚊媒介感染症対策の推進
に関し、専門的な立場から意見を聴取する
ための機関 

• 委員は、蚊媒介感染症に関する有識者、医
療関係者及び関係行政機関の担当者 

• 平成26年9月に設置。同年12月、都内で発
生したデング熱国内感染事例を検証し、都
をはじめ、区市町村、保健所、医療機関、民
間事業者など関係機関、都民が取り組むべ
き対策を提示 
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東京都蚊媒介感染症対策行動計画    

• 蚊媒介感染症対策の基本的考え方 

–発生段階に応じて対策を実施 

– リスク評価を踏まえ、リスクが高い場合対策を徹底 

 発生段階（STAGE) 定義 対策の方針 

 患者未発生時  海外輸入例を除き国内
感染例がない 

蚊の発生を可能な限り抑制するなど官民
協力して蚊媒介感染症の発生リスクを低
下させるとともに、医療体制を整備し患
者発生を早期に探知する 

患者発生時  都内で国内感染例が
発生 

注意喚起と患者発生地域の蚊の防除対
策を速やかに実施し、感染の拡大及び
伝播を抑える 

アウトブレイク時  複数の発生地で伝播
が継続し多数の患者が
発生 

重症者に対して適切に医療を提供する 

2014年 作成 
2016年 改訂 
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蚊のサーベイランス 
名称 広域サーベイランス 重点サーベイランス 

開始年 2004年 2015年 

実施目的 地球温暖化に伴う気温上昇に
より新たに都内に発生しうる感
染症の監視強化 

デング熱の国内患者発生を踏まえ、これま
での蚊媒介感染症対策に加え、デング熱
及びチクングニア熱を媒介する蚊の監視体
制の強化 

調査地点 公園・墓地等16施設（16か所） 都市型公園 9施設（50か所） 

補習対象 蚊の成虫 ヒトスジシマカ 

実施時期 6月から10月 4月から11月 

実施方法 ドライアイス併用ライトトラップ
で捕集。 
 

・成虫 5月から10月まで 
 ドライアイス併用ライトトラップで捕集。 
 4月と11月は人おとり法により捕集 
・幼虫 4月から11月 
 公園内等の排水マスから採取 

調査地点選定の基準 複数の調査機関が独自にサー
ベイランスを行っているが、他
の調査機関との重複を避け、
かつ、地域的な偏りをなくし、
サーベイランスの有効性を高
めるため、特別区及び多摩地
区から同数選定する。 

・ヒトの条件 
 利用者数、イベント数、渡航者の利用頻 
 度、長時間滞在 
・環境の条件 
 低木や植え込み 
 手入れ不足 
 蚊の苦情が多い 19 



 

蚊の捕囚方法（トラップ法） 
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媒介蚊発生を早期に探知 

施設名 施設名 

1 大井ふ頭中央海浜公園 9 井の頭恩賜公園 

2 お台場海浜公園 10 多摩動物公園 

3 青山霊園 11 狭山公園 

4 谷中霊園 12 小山田緑地 

5 染井霊園 13 八王子霊園 

6 石神井公園 14 薬用植物園 

7 舎人公園 15 神代植物公園 

8 砧公園 16 瑞穂農芸高等学校 
 

施設名 

A 代々木公園（A・B地区） 

B 日比谷公園 

C 浜離宮恩賜庭園 

D 戸山公園 

E 上野恩賜公園 

F 駒沢オリンピック公園 

G 光が丘公園 

H 猿江恩賜公園 

I 葛西臨海公園 

A 
 

B 
 

C 
 
 

D 
 

 

E 
 

 

F 
 

 

G 
 
 

H 
 

G 

I 
 

G 

広域サーベイランス施設 
重点サーベイランス施設 
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検査項目 

  広域サーベイランス 重点サーベイランス 

調査項目 ・ウイルス保有蚊モニタリング 

・ウイルス保有蚊モニタリング 

・蚊の発生密度調査 
・蚊の幼虫発生調査 

検査病原体 

デングウイルス 
チクングニアウイルス 
ジカウイルス 
ウエストナイルウイルス 
マラリア原虫 

デングウイルス 
チクングニアウイルス 
ジカウイルス 
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重点サーベイランス 
蚊の捕囚状況（2015～2017) 
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重点サーベイランス 
2017公園別蚊の捕囚状況 
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日本におけるヒトスジシマカの分布 
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シマカ系捕囚状況 
2015～2017 
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蚊からのウイルス検出状況 

 
2015年度 
 成虫7816匹 、幼虫9128匹 
2016年度 
 成虫11161匹、幼虫3429匹 
2017年度 
 成虫 7383匹、 幼虫1629匹 
 の蚊を検体とした。 
 
遺伝子検査の結果、成虫、幼虫の
いずれの検体からもデングを含む
蚊媒介性感染症ウイルスは検出
されなかった。 
 

チクングニアウイルス検査-

Ver.1.1（感染研）変更法 

 

　1-30個体/プール（成虫）

　1-15個体/プール（幼虫）

　PBS：300μL

　電動マイクロマルチミキサー：1分

　5500×g（8000rpm）/ 10分

　QIAcube（QIAGEN）

　（自動抽出機）

サンプル（蚊）

ホモジナイズ

遠心

上清

RNA抽出
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2017年 広域サーベイランス 
ウイルス検出状況（件） 
ウエストナイル デング チクングニア ジカ マラリア 

2017/6/12～6/16 0 0 0 0 0 

6/26～6/30 0 0 0 0 0 

7/10～7/14 0 0 0 0 0 

7/24～7/28 0 0 0 0 0 

8/7～8/10 0 0 0 0 0 

8/21～8/25 0 0 0 0 0 

9/4～9/8 0 0 0 0 0 

9/25～9/29 0 0 0 0 0 

10/10～10/13 0 0 0 0 0 

10/23～10/27 0 0 0 0 0 
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過去3年のウイルス検出状況 
            2015 
（検出か所 / 捕集か所延数） 

          2016 
（検出か所 / 捕集か所延数） 

           2017 
（検出か所 / 捕集か所延数） 

ＷＮＶ ＤＮＶ ＣＨＩ
ＫＶ 

ＺＩＫＡ P. f ＷＮＶ ＤＮ
Ｖ 

ＣＨＩ
ＫＶ 

ＺＩＫＡ P. f ＷＮ
Ｖ 

ＤＮＶ ＣＨＩＫ
Ｖ 

ＺＩＫＡ P. f 

広域サーベイランス 
0/ 
144 

0/ 
124 

0/ 
124 × 0/ 

0 
0/ 
153 

0/ 
125 

0/ 
125 

0/ 
125 

0/ 
1 

0/ 
148 

0/ 
111 

0/ 
111 

0/ 
111 

0/ 
0 

（蚊の捕集数 匹） 2419 4989 3184 

重点サーベイランス   
     幼虫 

 

× 
 

0/
43 

× × × × 0/ 
44 

0/ 
44 

0/ 
44 × × 

 

0/ 
43 

0/ 
43 

0/ 
43 

× 
 

（蚊の捕集数 匹） 1796 3429 1629 

重点サーベイランス  
     成虫 

× 
 
 

0/ 
342 

0/ 
274 × × × 

 

0/ 
383 

 

0/ 
383 

0/ 
383 × 

 
× 
 

0/ 
302 

0/ 
302 

0/ 
302 × 

 

（蚊の捕集数 匹） 5397 6172 4198 

WNV  ：ウエストナイルウイルス 
DNV ：デングウイルス 
CHIKV ：チクングニアウイルス 
ZIKA       : ジカウイルス 
PF     : マラリア原虫 
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ホームページでサーベイランス情報還元 
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ハイリスク地点をマップ表示 
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東京都の蚊媒介疾患対策 

• 蚊の発生抑制の取組や早期診断体制の整
備など平時からの備えを万全にする 

• 国内感染患者発生時には感染拡大を未然に
防止する 

32 



蚊の発生予防対策 
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情報提供・広報活動 
①ポスターの掲示 

②ラッピングバスの運行 

③リーフレット配布 

④パネル展示 ⑤動画配信 
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講習会の開催 
 講演内容 

 
１. 蚊が媒介する感染症について 
   講師：国立研究開発法人 国立国際医療研究センター病院 

                               忽那 賢志 氏 

2. 蚊（ヒトスジシマカ）の生態 
     講師：一般財団法人 日本環境衛生センター 東日本支局 

                               武藤 敦彦 氏 

 
3. 身近でできる蚊の対策 
   講師：日本防疫殺虫剤教会  

                               足立 雅也 氏 
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患者発生時の対応 

輸入症例（非国内感染患者）への対応 

• 蚊媒介感染症に関する知識を有する医療関
係者の育成、検査体制の整備 

• 海外感染患者への調査と適切な保健指導 

• デング熱、チクングニア熱及びジカウイルス
感染症の届け出があった海外感染者の検体
を確保し、病原体の解析を行う 
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蚊媒介疾患の行政検査適応 

 渡航歴がない場合でも疾患の可能性が高ければ検査する 

ジカウイルス感染症の流行国地域への渡航歴 〔 なし → 要件A、 あり → 要件B  〕 

 【要件A】 以下①②③④の全てに該当する症例  

   ① 発症前概ね2週間以内に蚊に刺された（国内、海外を問わない） 

   ② 突然の発熱(３８℃以上）を呈する 

  
 ③ (1)発疹、(2)悪心・嘔吐、(3）関節痛・筋肉痛・頭痛 (4)血小板減少、 
  (5)白血球減少、(6)ターニケットテスト陽性   のうち２つ以上の所見を認める 

   ④ デングウイルスＮＳ１抗原検査が保険適用とならない場合 

 【要件B】（ジカウイルス感染症の流行国地域（＊）への渡航歴がある場合） 以下の①②③④⑤の全てに該当する症例 

   ① 発症前2週間以内にジカウイルス感染症流行国地域（＊）に渡航又は居住歴 

   ② ジカウイルス感染症流行国地域において、蚊に刺された 
   ③ (1)発疹、(2)発熱（３７℃以上）のうち少なくとも１つ以上を認める         

   ④ (1)関節痛、(2)関節炎、(3)結膜炎（非滲出性、充血性）の１つ以上を認める 

   ⑤ 検体は発症後2週間以内のものである   
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VeroE6を使用してデングウイルスを分離し、Vero9013細胞を
使用しジカウイルス、チクングニヤウイルスの分離を行った。 

患者血清からのウイルス分離状況 

デング 
1型 

デング 
2型 

デング 
3型 

デング 
4型 

チクン
グニヤ 

ジカ 合計 

２０１５ ９ １６ ５ ３ １ ０ ３４ 

２０１６ ７ １０ １０ ２ ０ １ ３０ 

２０１７ １ ６ ５ ２ ０ ０ １４ 

総  計 １７ ３２ ２０ ７ １ １ ７８ 
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保健所の対応 

• ウイルス血症期間中、患者が国内で蚊に刺されて
いないかを確認 

   → 刺された場所が特定された場合は調査・蚊の駆除 
 
• 患者が蚊に刺されないための予防方法を指導 
 
  → 忌避剤使用、屋内での蚊帳・殺虫剤使用 
 
• 患者の療養している場所の周辺に蚊が多く生息し
ていないかどうかを確認 

 
  → 蚊の発生が多い場合は駆除を検討 
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関連機関で情報共有 
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マスギャザリングと蚊媒介疾患 
 

• 海外渡航歴・滞在歴のある利用者を介して海
外からウイルスが持ち込まれる機会が多い 

• 患者発生が把握されるまでに時間がかかる 

• 蚊の発生数と公園利用者数が多い場合、感
染蚊の出現と感染拡大のリスクが高くなる 
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オリンピック・パラリンピックに向けて 
 

• 2020年東京オリンピック・パラリンピック競技
大会は夏季に開催される 

• デング熱をはじめとした蚊媒介感染症のリス
クを減らしていくことが必要 

• 関係機関と都民が一体となった蚊の発生抑
制を含めた総合的な取組を実施 
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